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【手続補正書】
【提出日】平成27年2月2日(2015.2.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多相層化コーティングであって、
　（ｉ）エポキシド末端を有するエポキシ樹脂、または（ii）エポキシド末端基およびリ
ン酸エステル末端基を有するエポキシ樹脂、または（iii）エポキシド末端基およびエス
テル末端基を有するエポキシ樹脂に由来するエポキシ成分を主成分とする下エポキシ相；
　フッ素化ビニル系モノマーに由来するフッ素化ポリマーを主成分とする仕上げフッ素化
ポリマー相；および



(2) JP 2014-508828 A5 2015.3.26

　前記下エポキシ相と前記仕上げフッ素化ポリマー相との間の拡散界面相であって、前記
拡散界面相は、フッ素化ポリマーまたはエポキシ成分のいずれが組成の大半を構成するか
に応じて、フッ素化ポリマーまたはエポキシ成分の特質を示す拡散界面相
を含んでなる、多相層化コーティング。
【請求項２】
　フッ素化ビニル系モノマーに由来するフッ素化ポリマーが、フッ素化カルボン酸、フッ
素化エステル、およびフッ素化メタクリレートからなる群から選ばれるものである、請求
項１記載の多相層化コーティング。
【請求項３】
　さらに架橋剤を含む、請求項１記載の多相層化コーティング。
【請求項４】
　架橋剤は、メチル化メラミンホルムアルデヒド樹脂、ポリアミド、エチレングリコール
アクリレート、ヒドロキシルアミド、メチレンビスアクリルアミド、イソシアネート、お
よび自動酸化架橋剤からなる群から選らばれるものである、請求項３記載の多相層化コー
ティング。
【請求項５】
　エポキシ樹脂が、反応性内部ヒドロキシル基およびテレキーレック反応性エポキシド末
端基を含むものである、請求項１記載の多相層化コーティング。
【請求項６】
　エポキシ樹脂が、少なくとも２つのフェノール官能基を有するものである、請求項５記
載の多相層化コーティング。
【請求項７】
　エポキシ樹脂が、ビスフェノール－Ａ（BPA）エポキシドである、請求項６記載の多相
層化コーティング。
【請求項８】
　エポキシ樹脂が、グリシジルエステル、グリシジルエーテル、または脂環式エポキシド
である、請求項６記載の多相層化コーティング。
【請求項９】
　エポキシ樹脂が、リン酸エポキシである、請求項８記載の多相層化コーティング。
【請求項１０】
　エポキシ樹脂が、エポキシエステルである、請求項５記載の多相層化コーティング。
【請求項１１】
　エポキシ樹脂が、リン酸エステルまたは脂肪酸エステルを形成する能力を有するもので
ある、請求項５記載の多相層化コーティング系。
【請求項１２】
　エポキシ樹脂が、アルコキシドオリゴマーによって修飾されているものである、請求項
１記載の多相層化コーティング。
【請求項１３】
　アルコキシドオリゴマーが、金属または非金属アルコキシドオリゴマー、または非金属
アルコキシシランオリゴマーである、請求項１２記載の多相層化コーティング。
【請求項１４】
　アルコキシシランオリゴマーが、オルトケイ酸テトラエチルオリゴマーである、請求項
１３に記載の多相自己層化コーティング系。
【請求項１５】
　アルコキシシランオリゴマーは、オルトケイ酸テトラメチルオリゴマーである、請求項
１３に記載の多相層化コーティング。
【請求項１６】
　仕上げフッ化ポリマー相が、複数のアクリレートを含むものである、請求項１記載の多
相層化コーティング。
【請求項１７】
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　複数のアクリレートが、メチルメタクリレート、エチルメタクリレート、シクロヘキシ
ルアクリレート、ヘキシルアクリレート、ｎ－ブチルアクリレート、および２－ヒドロキ
シエチルメタクリレートからなる群から選ばれるものである、請求項１６記載の多相層化
コーティング。
【請求項１８】
　フッ素化ビニル系モノマーに由来するフッ素化ポリマーが、メタクリル酸、アクリル酸
、またはそれらの酸塩化物のうちの１つでエステル化されたフッ素化アルコールである、
請求項１記載の多相層化コーティング。
【請求項１９】
　フッ素化ビニル系モノマーに由来するフッ素化ポリマーが、２,２,２-トリフルオロエ
チルメタクリレートである、請求項１８記載の多相層化コーティング。
【請求項２０】
　仕上げフッ素化ポリマー相が、フッ素化エステル１～２５重量％を含んでいる、請求項
２記載の多相層化コーティング。
【請求項２１】
　仕上げフッ素化ポリマー相が、アクリレートおよび／またはメタクリレート２.５～１
５重量％を含んでいる、請求項１６記載の多相層化コーティング。
【請求項２２】
　さらに、２－ヒドロキシエチルメルカプタン連鎖移動剤を含んでなる、請求項１８記載
の多相層化コーティング。
【請求項２３】
　多相自己層化コーティングを作製するための方法であって、
　ポリマー結合剤成分の実質的に均質な組成物を提供すること、ここで、前記ポリマー結
合剤成分は、（ｉ）エポキシド末端を有するエポキシ樹脂、または（ii）エポキシド末端
基およびリン酸エステル末端基を有するエポキシ樹脂、または（iii）エポキシド末端基
およびエステル末端基を有するエポキシ樹脂と、フッ素化ビニル系モノマーを含むモノマ
ー成分とを含んでおり；
　前記ポリマー結合剤成分の実質的に均質な組成物を基材に適用すること；および
　前記ポリマー結合剤成分の実質的に均質な組成物を硬化させて、前記ポリマー結合剤成
分を、勾配組成特性を示す多相コーティングに自己層化させること
を含んでなり、各相は、異なるポリマー結合剤成分を主成分とし、および拡散界面によっ
て分離されており、前記拡散界面は、該界面において主成分であるポリマー結合剤成分の
特質を示すものであり、および少なくとも１つの相は前記エポキシ樹脂を主成分としてお
り、および少なくとも１つの他の相は前記フッ素化ビニル系モノマーに由来するフッ素化
ポリマーを主成分としている、多相自己層化コーティングを作製する方法。
【請求項２４】
　モノマー成分が、さらに、アクリレート、フッ素化カルボン酸、フッ素化エステル、お
よびフッ素化メタクリレートからなる群から選ばれるモノマーを含んでいる、請求項２３
記載の方法。
【請求項２５】
　メチル化メラミンホルムアルデヒド樹脂、ポリアミド、エチレングリコールアクリレー
ト、ヒドロキシルアミド、メチレンビスアクリルアミド、イソシアネート、および自動酸
化架橋剤からなる群から選ばれる架橋剤を含でいる、請求項２３記載の方法。
【請求項２６】
　エポキシ樹脂が、反応性内部ヒドロキシル基およびテレキーレック反応性エポキシド末
端基を含むものである、請求項２３記載の方法。
【請求項２７】
　エポキシ樹脂が、少なくとも２つのフェノール官能基を有するものである、請求項２６
記載の方法。
【請求項２８】
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　エポキシ樹脂が、ビスフェノール-Ａ（BPA）エポキシドである、請求項２７記載の方法
。
【請求項２９】
　エポキシ樹脂が、グリシジルエステル、グリシジルエーテル、または脂環式エポキシド
である、請求項２７記載の方法。
【請求項３０】
　エポキシ樹脂が、リン酸エポキシである、請求項２９記載の方法。
【請求項３１】
　エポキシ樹脂が、エポキシエステルである、請求項２６記載の方法。
【請求項３２】
　エポキシ樹脂が、アルコキシドオリゴマーで修飾されているものである、請求項２３記
載の方法。
【請求項３３】
　アルコキシドオリゴマーが、金属または非金属アルコキシドオリゴマー、または非金属
アルコキシシランオリゴマーである、請求項３２記載の方法。
【請求項３４】
　アルコキシシランオリゴマーが、オルトケイ酸テトラエチルオリゴマーである、請求項
３３記載の方法。
【請求項３５】
　アルコキシシランオリゴマーが、オルトケイ酸テトラメチルオリゴマーである、請求項
３３記載の方法。
【請求項３６】
　モノマー成分が、メチルメタクリレート、エチルメタクリレート、シクロヘキシルアク
リレート、ヘキシルアクリレート、ｎ-ブチルアクリレート、および２-ヒドロキシエチル
メタクリレートからなる群から選ばれる複数のアクリレートを含んでいる、請求項２４記
載の方法。
【請求項３７】
　フッ素化ビニル系モノマーに由来するフッ素化ポリマーが、メタクリル酸、アクリル酸
、またはそれらの酸塩化物のうちの１つでエステル化されたフッ素化アルコールである、
請求項２３記載の方法。
【請求項３８】
　フッ素化ビニル系モノマーに由来するフッ素化ポリマーが、２,２,２-トリフルオロエ
チルメタクリレートである、請求項３７記載の方法。
【請求項３９】
　フッ素化ビニル系モノマーに由来するフッ素化ポリマーを主成分とする少なくとも１つ
の他の相が、フッ素化エステル１～２５重量％を含んでいる、請求項２４記載の方法。
【請求項４０】
　フッ素化ビニル系モノマーに由来するフッ素化ポリマーを主成分とする少なくとも１つ
の他の相が、アクリレートおよび／またはメタクリレート２.５～１５重量％を含んでい
る、請求項２４記載の方法。
【請求項４１】
　ポリマー結合剤成分の実質的に均質な組成物を、浸漬、噴霧、およびはけ塗りから選ば
れる液体適用技術によって基材に適用する、請求項２３記載の方法。
【請求項４２】
　無機クロメート前処理および亜鉛リン酸塩前処理に代わって、基材に耐腐食性を提供す
るものである、請求項２３記載の方法。
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